
盛岡を発掘する盛岡を発掘する
第41回埋蔵文化財調査資料展

～令和５年度調査速報～

〒020－0866 岩手県盛岡市本宮字荒屋13－１
TEL 019－635－6600　FAX 019－635－6605

落合遺跡　第22次調査　調査風景



RA002　竪穴建物跡

RA139　竪穴建物跡
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　盛岡駅から北東に約４㎞の、中津川とその支流である

米内川が合流する地点に所在する遺跡です。過去の調査

では、縄文時代後期～晩期の配石遺構や土
ど

坑
こう

群
ぐん

、遺跡中

央を東西に横断する中世の大
おお

溝
みぞ

跡
あと

などが見つかってい

ます。

　今回の調査では、縄文時代・古代の竪穴建物跡、古代

および中世以降の溝跡、縄文時代後期～晩期の土坑群な

どが見つかりました。また、この縄文時代後期～晩期の

土坑群にともなう配石・集石遺構や土坑墓も見つかりま

した。縄文時代中期～晩期の土器・石器を中心に非常に

多くの遺物が出土し、石棒や土偶、軟
なん

玉
ぎょく

製の石製品など

の遺物も出土しました。

　盛岡駅から南南東に約５㎞の段丘上に所在し、遺跡の

東側には北上川が流れています。周辺には、西
にし

鹿
か

渡
ど

遺跡・

下
しも

永
なが

林
ばやし

遺跡など多くの古代の遺跡があり、百目木遺跡は

大規模な８〜９世紀の集落遺跡であると考えられてい

ます。古くから土
は

師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

が表面採集されており、

これまでの調査では、奈良・平安時代の竪穴建物跡など

の遺構が見つかっています。

　今回の調査では、奈良時代・平安時代の竪穴建物跡

11 棟、竪穴状遺構２基、土坑 13 基、古代以降の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物跡１棟などが見つかりました。竪穴建物跡からは、

土師器高
たか

坏
つき

や球
きゅう

胴
どう

甕
がめ

、土製紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

などの遺物が出土しま

した。
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本丸地区瓦出土状況

RG501　溝跡断面

　盛岡城は、初代盛岡藩主南部信
のぶ

直
なお

と２代藩主利
とし

直
なお

親子

が約 40 年もの歳月をかけて築いた平
ひら

山
やま

城
じろ

です。当時の建

物のほとんどは明治維新後に取り壊されましたが、往時

をしのばせる雄大な石垣が良好に残されていることから、

昭和 12 年（1937）に国史跡に指定されました。

　三ノ丸地区（第 37 次調査）では、北面石垣の解体修復

に伴う調査を実施しました。本丸地区（第 45 次調査）で

は、本丸南西部の遺構確認の調査を行い、建物の礎
そ

石
せき

を

発見しました。遺物は、瓦や陶磁器などが出土しました。

　乙部方八丁遺跡は、盛岡市の南東部の乙部地内に所在

し、北上川東岸の北上山地西縁部に位置しています。過

去の調査では、縄文時代の土坑や、平安時代の竪穴建物跡、

中世以降の溝跡、柱穴群などが見つかっています。

　今回の調査では、平安時代以降の遺跡を区画する溝跡

１条とピット１口
くち

が見つかりました。遺物は須恵器、あ

かやき土器、土師器などが出土しました。
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落合遺跡

令和５年度に発掘調査した遺跡

国史跡 盛岡城跡

百目木遺跡

乙部方八丁遺跡
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